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【背景・目的・成果】
ナシ新品種「但馬１号」は収穫後の日持ち性が明らかでないことから、熟度別に調査しました。適熟
果実では常温で７日、低温で14日、完熟収穫では常温で3日、低温で9日程度販売可能な鮮度を保
持できます。また、適熟果実を冷蔵後に常温に戻しても、急速な品質低下は見られず、12日冷蔵後
でも常温で５日程度は販売可能でした。

【技術の活用】
「但馬１号」の専用の収穫適期判定カラーチャートを用いて、熟度別に選別し、日持ち性を考慮し
て、販売先を変えるなどの対応が求められます。
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常温（25℃）流通では適熟で７日、完熟で
３日、過熟で１日程度販売が可能です

低温（2℃）流通では適熟で14日、完熟で
9日、過熟で３日程度販売が可能です
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低温（０℃）貯蔵後、常温で維持しても急速な
品質低下はみられず、12日冷蔵後、常温で５日
程度は販売可能です。
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